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第 2表 シ--I"i,t･托よる ｢ツベル ク 1)ン｣多糖類の分離蹄製法

帝核常 ソー tン培地培養液
J

常体 除去

l

沈澱

.1
アセ tンで洗ふ (2回)

]
エ-テ7L,(水分及過酸化物を含まざる)で故ふ

■
虞空乾燥はて白色粉末

｣
2%アンモニア及永でとかす

=二

10%タンニン酸を加-遠沈

沈澱
l

(ツベ7Vク 1)ン蛋 白体)

上清
.1

1/3量まで虚空濃縮
_｢

珪酸 々性 アセ トンを加へ遠沈
.F

上清
(すてる)

沈澱
l■

アセ tンで洗ふ (2回)
J

エーテルで洗3､

l

虞空乾燥七乳 白色粉末
(｢ツベル クリン｣多糖類)

上鰐
(捨てる)

｢ス トレプ トマイシン｣ と旧 ｢ツベルク リン｣との

混合物の皮内反鷹

大 井 豊

｢ス トレプ トマイシン｣が旧 ｢ツベルク.)ン｣の作絹を減弱する力があるか否かを検するため､ 両者

の由合物 と旧 ｢ツベルク.)ン｣のみとの比較を皮内反麿に於て試みたが､ 其の両者に於て明かなる差

を全然認めなかった. 巨Pち旧 ｢ツベルク1)ン｣のみの方がや i発赤が大きい場合 もあり､ ｢ス下レプ

トマイシン｣を混ぜるものの方がや i大きい場合もあった｡ 之によって ｢ストレプ 下マイシン｣は1日

｢ッベルク1)ン｣の作用を滅房尋する様な作用を有しないものと考へ られるo

(其2)結核 化串療 法 に関す る研 究

液 髄 培 地 内 に於 け る諸 種 薬 品 の

結 核 菌 蓉 育 阻 止 作 用 に裁 て

志 保 田 明

賓駄方法

1)培養基 10%家兎及び人血清加キル ヒナー培地0

2)被槍薬物溶液 a)検体に蒸滑水を加- 100oCl5'加熱滅菌o


